
特集　交通安全特集　交通安全
危ない を防ぐために危ない を防ぐために
~ 自転車の安全な乗り方と交通ルール ~~ 自転車の安全な乗り方と交通ルール ~

　 6月 5日、あがた保育園で行われた交通安全教室の様子。
　交通安全教室は、交通安全・都市交通課の交通安全指導員が、松本警察署と地元の交通安全
協会の皆さんと一緒に、保育園や幼稚園を訪問し、園児やその家族を対象に行っています。
　子どもの交通事故をなくすため、今年度は、市内64の保育園や幼稚園で113回の開催を予定
しています。
　この他にも、小学校や町会、高齢者の皆さんを対象とした交通安全講習を行っています。
●問い合わせ　交通安全・都市交通課（本庁舎 5階　☎34‒3245 34‒3202）
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29
年
中
に
市
内
で
発
生
し
た
自
転
車
事
故

は
2
8
8
件
。
交
通
事
故
全
体
の
約
2
割
を

占
め
て
お
り
、
そ
の
内
の
約
4
割
が
高
校
生

や
大
学
生
が
関
係
す
る
事
故
で
す
。
自
転
車

事
故
の
多
く
は
、
自
転
車
側
の
ル
ー
ル
違
反

や
間
違
っ
た
運
転
が
原
因
で
す
。（
左
の
図

参
照
）

　
自
転
車
の
正
し
い
乗
り
方
と
交
通
ル
ー
ル

に
つ
い
て
、
交
通
安
全
指
導
員
が
紹
介
し
ま

す
。
ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全
運
転
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

―　も　く　じ　―

自
転
車
は
、
道
路
交
通
法
上

「
軽
車
両
」
と
位
置
付
け
ら
れ
、

自
動
車
や
バ
イ
ク
と
同
じ
「
車

両
」
の
仲
間
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
車
道
で
は
左
側

を
通
行
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。

　

右
側
を
走
る
行
為
は
、
右
側

通
行
と
な
り
違
反
で
す
。

　

ま
た
、
右
側
通
行
は
道
路
を

逆
走
す
る
こ
と
に
な
り
、
正
面

衝
突
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま

す
。　

　

松
本
市
で
は
現
在
、
普
通
自

転
車
専
用
通
行
帯
（
通
称
・
自

転
車
レ
ー
ン
）
の
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

自
転
車
レ
ー
ン
が
設
置
さ
れ

●問い合わせ　交通安全・都市交通課（本庁舎 5階　☎34‒3245 34‒3202）

～ 自転車の安全な乗り方 と 交通ルール～

市内の高校で行われた
スケアードストレイト
自転車交通安全教室
（スタントマンによる
交通事故再現）。市内
3会場で6校が参加し
て行われ、約2,400人
が受講しました。講し講し講し講ししましましましましましましました。た。た。たた

危ない危ない
を防ぐために
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大学生
等
11%

一般
36%

高齢者
11%

ルール
違反
58%

正しい
通行
42%

29年中の自転車事故の内訳自転車事故の原因

自
転
車
は
左
側
通
行

て
い
る
道
路
で
は
、

左
側
の
通
行
帯
を
走
ら
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。

右
側
通
行
は
違
反
で
す
。

で
は
、

帯
を
走

な
け
れ

交通安全・都市交通
課の佐藤指導員（左）
と深澤指導員
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夏の交通安全やまびこ運動

　

自
転
車
は
車
両
で
す
の　

で
歩
道
を
通
行
す
る
こ
と　

は
で
き
ま
せ
ん
。
自
転
車

は
車
道
が
原
則
で
す
。

　

た
だ
し
、
上
記
の
よ
う

な
場
合
は
、
歩
道
を
通
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

危ない

　　

歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
す
。

歩
道
を
走
る
際
は
、
車
道
寄
り

を
、
す
ぐ
に
停
止
で
き
る
速
度

で
徐
行
し
て
く
だ
さ
い
。

　

歩
行
者
の
通
行
を
妨
げ
る
場

合
は
、
一
時
停
止
や
自
転
車
か

ら
降
り
て
押
し
て
歩
き
ま
す
。

自
転
車
を
押
し
て
歩
く
場
合
は

歩
行
者
と
な
り
ま
す
。

　

横
に
並
ん
で
走
っ
た
り
、
歩

行
者
の
間
を
す
り
抜
け
た
り
す

る
運
転
は
危
険
で
す
か
ら
絶
対

に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

横
断
歩
道
は
歩
行
者
が
横

断
す
る
た
め
の
場
所
で
す
。

　

横
断
歩
行
者
が
い
る
場
合

は
、
自
転
車

か
ら
降
り
て

押
し
て
渡
り
ま
す
。

　

自
転
車
に
乗
っ
た

ま
ま
歩
行
者
の
間
を
す
り
抜

け
る
よ
う
な
運
転
は
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

交通安全交通安全
アルプちゃんグッズ

販売中
ッズズッズズズ

中中中
ズズ

　夏休みや行楽シーズンを迎え、身近なとこ
ろから交通ルールやマナーを見直して、交通
事故防止に努めましょう。

●長野県スローガン　

●運動の基本　
　子供と高齢者の交通事故防止
●運動の重点　
・・生活道路の安全確保と歩行者保護の徹底
・・飲酒運転の根絶　
・・自転車の安全利用の推進

アアアアアア

 夜光反射材タスキ
  （黄・ピンク・グレー・緑）

250円
 反射材
ストラップ
200円

交通安全標語
マグネットシート

410円
赤ちゃんが

乗っていますマーク
450円

※価格はすべて税込み

交通安全・都市交通課の窓口
で販売しています。

自
転
車
は
車
道
を
通
行

自転車が歩道を通ることが
できる場合

・・歩道に「自転車通行可」の道路標　
識がある場合
・・13歳未満の子どもや、70歳以上の
高齢者、身体の不自由な方が運転
している場合
・・車道や交通状況から判断して、や
むを得ない場合

歩
道
は
歩
行
者
優
先

「自転車通行可」
の道路標識

横
断
歩
道
も

　
　

歩
行
者
優
先

ルール４

の交通安全や夏の交通安全や

場
所

す

者
が
い
る
場
合

ま
す
。

乗
っ
たたたたたた

の
間
を
す
り
抜

運
転
は
し
て
は

 

す対

歩
行
者
優
先
〜
☆

底

松本警察署交通安全イメージキャラクター「かもし課長」▶

ルール２
歩
道 ルール３
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地
域
づ
く
り
の
推
進

地
域
づ
く
り
の
推
進

　
「
地
域
づ
く
り
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
こ
れ
ま
で
築
い
て
ま
い
り

ま
し
た
、
各
地
区
に
お
け
る
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
や
地
域
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
体
制
を
活
か
し
、
昨
年
策

定
い
た
し
ま
し
た
「
第
2
次
地
域

づ
く
り
実
行
計
画
」
に
基
づ
き
、

「
具
体
的
な
課
題
解
決
の
仕
組
み

づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、
取
り
組

み
を
始
め
て
お
り
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
平
成
31
年
度
ま
で

に
35
地
区
で
の
稼
働
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
」
は
、
昨
年
度
、
モ
デ
ル
地

区
に
お
け
る
具
体
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ

を
中
心
に
ま
と
め
ま
し
た
「
支
援

ガ
イ
ド
」
を
参
考
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
に
お
け
る
実
情
に
合
わ
せ

た
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

と
な
り
ま
す
よ
う
、
各
地
区
の
地

域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、

部
局
横
断
の
体
制
を
築
き
な
が
ら
、

鋭
意
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
今
後
、
地
域
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
が
地
域
の
課
題
に
、
よ
り
効

果
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
、

こ
の
度
、
セ
ン
タ
ー
長
の
権
限
や

セ
ン
タ
ー
の
組
織
体
制
な
ど
、
地

域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
検
討
を
始
め
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

地
域
づ
く
り

　

地
域
づ
く
り

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
戦
略
事
業

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
戦
略
事
業

　

平
成
27
年
度
か
ら
活
動
し
て
き

た
イ
ン
タ
ー
ン
1
期
生
5
人
が
本

年
3
月
で
任
期
満
了
を
迎
え
、
大

変
嬉
し
い
こ
と
に
、
5
人
全
員
が
、

松
本
の
地
で
就
職
、
あ
る
い
は
起

業
な
ど
を
さ
れ
、
新
た
な
活
躍
の

場
へ
と
巣
立
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
新
た
に
4
期
生
3

人
が
加
わ
り
、
現
在
9
人
の
若
者

が
担
当
地
区
に
お
い
て
、「
地
域

　

お
陰
様
で
、
住
民
の
皆
様
か
ら

は
、
イ
ン
タ
ー
ン
生
の
活
動
に
高

い
評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
こ

の
度
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
な
ど
を

「
松
本
市
地
域
づ
く
り
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
戦
略
事
業
報
告
書
」
と

し
て
、
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
、こ
の
事
業
を「
実
学
」

と
「
座
学
」
を
組
み
合
わ
せ
た
、

松
本
市
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
、

引
き
続
き
、
地
方
か
ら
国
を
動
か

す
気
概
を
持
っ
て
、
全
国
に
向
け

て
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

も
の
づ
く
り
産
業

　

も
の
づ
く
り
産
業

　

支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

　

支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

　

松
本
市
で
は
、
昨
年
度
、
市
内

製
造
業
の
持
続
的
な
発
展
の
実
現

に
向
け
、
も
の
づ
く
り
企
業
や
関

係
機
関
、
行
政
そ
れ
ぞ
れ
が
主
体

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
の
指

針
と
し
て
、
平
成
30
年
度
か
ら
10

年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
、
新
た

な
「
松
本
市
工
業
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

策
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
新
た
な
「
松
本
市
工
業
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
推
進
す
る
中
心
的
役

割
を
担
う
機
関
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
の
「
一
般
財
団
法
人
松
本
ソ
フ

ト
開
発
セ
ン
タ
ー
」
に
、「
ま
つ

も
と
工
業
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
機

能
を
統
合
し
た
「
一
般
財
団
法
人

松
本
も
の
づ
く
り
産
業
支
援
セ
ン

タ
ー
」
が
、
本
年
4
月
1
日
に
開

設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
「
も
の
づ

く
り
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
よ

り
、
多
様
化
・
高
度
化
す
る
も
の

づ
く
り
産
業
の
課
題
解
決
の
機
能

強
化
を
図
り
、
松
本
地
域
の
企
業

の
持
続
的
な
成
長
を
後
押
し
す
る

と
と
も
に
、
産
業
創
発
を
加
速
さ

せ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、当
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
も
の
づ
く
り

産
業
の
生
産
性
向
上
」
を
目
指
し
、

平
成
31
年
度
に
は
松
本
市
街
地
に
、

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
や
テ
レ

ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス
、
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
な
ど
を
併
設
し
た
拠
点

施
設
を
開
設
し
、
運
営
に
当
た
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
先
行
し
て
、

も
の
づ
く
り
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

内
に
「
ま
つ
も
と
テ
レ
ワ
ー
ク
オ

フ
ィ
ス
」
が
、
5
月
11
日
に
開
設

さ
れ
、
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

今
後
は
、「
も
の
づ
く
り
産
業

支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
軸
と
し
た
産

学
官
連
携
や
産
産
連
携
、
農
商
工

連
携
な
ど
、
企
業
と
関
係
機
関
な

ど
と
の
連
携
促
進
の
取
り
組
み
や
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
と
し

た
中
小
企
業
に
対
す
る
各
種
支
援

の
実
施
な
ど
に
よ
り
、
松
本
市
工

業
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
た
重
点
事
項

を
強
力
に
推
進
し
、
松
本
地
域
に

お
け
る
産
業
創
発
の
加
速
化
や
、

も
の
づ
く
り
産
業
の
振
興
が
図
ら

れ
る
よ
う
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

松本市長
菅谷　昭

市
議
会
6
月
定
例
会　

提
案
説
明
か
ら

※提案説明の全文は、
市ホームページを
ご覧ください。

地域づくりを進める仕組み

地域の協働
緩やかな協議体
各種団体

本庁各課等の協働

地域づくり関係
課調整会議

本庁地区
支援チーム

町会

地域づくり課

連携・調整

企業

大学

ＮＰＯ

地区支援機関の協働

地区支援企画会議
地域づくりセンター

公民館
福祉ひろば 等

づ
く
り
」
を

実
践
し
な
が

ら
、
大
学
の

サ
ポ
ー
ト
を

得
て
、
研
究

活
動
を
進
め

て
い
ま
す
。

特
に
、
そ
の

う
ち
2
人
は
、

松
本
市
街
地

担
当
と
し
て
、

複
数
の
地
区

で
の
活
動
を

通
し
て
、
各

自
の
研
究
テ

ー
マ
に
沿
っ

た
課
題
を
探

求
し
て
い
ま

す
。
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松
本
市
の
重
要
な
計
画
等
の
策
定
に
あ
た
り
、
素
案
を
公
表
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
等
を
お
聞
き
し
、
政
策
へ
の

反
映
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
ご
意
見
等
に
対
す
る
市
の
考
え
方
を
公
表
す
る
制
度
で
す
。
皆
さ
ん
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　松本市では、平和都市宣言の理念に基づき、市民の平和意識を高める平和推進活動に要する経費に
対し、補助金を交付しています。補助金を活用し、平和を創る活動に取り組んでみませんか。
◆補助対象　市民の平和意識の高揚に寄与する平和推進活動
◆対象経費　活動の実施に要する経費から、参加料、入場料、物品販売収入等の事業収入を除いた額
◆補助率　対象経費の2分の1以内。ただし、5万円を上限とする。
◆手続き　交付申請、実績報告、請求
◆問い合わせ　補助対象となる活動の内容や、交付申請の方法等は、平和推進課（本庁舎2階
　　　　　　　☎33‒4770 33‒1877）へ

松本市平和推進活動補助金松本市平和推進活動補助金を交付していますを交付しています

※詳細は、各担当課にお問い合わせください。案件名、実施時期は変更となる場合
があります。

●
問
い
合
わ
せ　

行
政
管
理
課
（
本
庁
舎
2
階　

☎
33‒
4
7
7
0 

33‒

1
8
7
7
）

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
あ
な
た
で
す

案件名 実施時期
（予定） 担当課

【基幹博物館基本設計（案）】
平成29年 3 月に策定した「松本市基幹博物館施設構想・建
設計画」に基づき、建物の構造やデザイン、各階のレイア
ウト、必要な機能・設備、展示コンセプト等の基本的な考
え方や方針を定めるためのものです。

7月頃
博物館
☎32‒0133
32‒8974

【新科学館基本構想（案）】
これからの松本市にふさわしい科学館にするための基本的
な考え方や方針を定めるためのものです。

9～10月頃
教育政策課

（教育文化センター）
☎32‒7600
32‒7604

【特別天然記念物白骨温泉の噴湯丘と
 球状石灰石保存活用計画（案）】
文化財としての価値を示した上で、保存管理の方法や地域
の魅力としてＰＲしていくための方向性を定めるためのも
のです。

11月頃
文化財課
☎94‒2301
94‒2918

【第 2次学都松本子ども読書活動推進計画（案）】
乳幼児期の愛着形成に重要な読み聞かせ、小学生以降の豊
かな創造力や思考力、表現力等を育む読書活動を推進する
ためのものです。

12月頃
中央図書館
☎32‒0099
37‒1148

【松本市立地適正化計画（案）】
医療や福祉、商業、居住等のまとまった立地を誘導し、公
共交通によりこれらの生活利便施設等にアクセスできるな
ど、コンパクトで利便性の高いまちづくりを推進するため
のものです。 12月頃

都市政策課
☎34‒3251
34‒3202【松本市空家等対策計画（案）】

年々増加している空家等について、「空家等対策の推進に
関する特別措置法」に基づき、空家等対策を総合的かつ計
画的に推進するためのものです。

【松本市空き家等の適正管理に関する条例（改正案）】
上記の「松本市空家等対策計画（案）」に沿って、条例を改正
するものです。

12月頃
環境保全課
☎34‒3267
34‒0400

【松本市災害廃棄物処理計画（案）】
東日本大震災や熊本地震のような有事の際に、大量に発生
する災害廃棄物を、円滑に処理するためのものです。

12～ 1 月頃
環境政策課
☎34‒3268
34‒0400

【新・松本市商業ビジョン（案）】
“商都”として栄えた松本市の持続的な発展を目指し、10年
後の目指すべき商業の姿や方向性を定めるためのものです。

1月頃
商工課
☎34‒3110
34‒3008
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投
票
で
き
る
方

　

松
本
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
、
投
票
日
当
日
に
選
挙
権
を

有
す
る
次
の
方
が
投
票
で
き
ま
す
。

・
日
本
国
民
の
方

・
18
歳
以
上
（
平
成
12
年
8
月
6

日
以
前
に
出
生
）
の
方

・
30
年
4
月
18
日
以
前
か
ら
松
本

市
に
住
民
登
録
の
あ
る
方

※
市
内
で
住
所
を
異
動
し
、
7
月

6
日
㈮
ま
で
に
、
転
居
届
を
市

へ
提
出
し
た
方
は
、
新
住
所
の

投
票
所
で
投
票
で
き
ま
す
。
そ

れ
以
降
に
提
出
し
た
方
は
、
旧

住
所
の
投
票
所
で
の
投
票
に
な

り
ま
す
。

【
松
本
市
に
転
入
し
た
方
】

　

4
月
19
日
以
降
に
県
内
の
市
町

村
か
ら
松
本
市
へ
転
入
し
た
方
は
、

前
住
所
地
（
選
挙
人
名
簿
登
録

　

告
示
日
7
月
19
日
㈭

8
月
5
日
㈰
は

　
　

長
野
県
知
事
選
挙
の
投
票
日

●
問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
☎
34‒

3
0
0
0　

内
線
1
2
2
0
〜
1
2
2
2
）

　

選
挙
は
、
私
た
ち
が
政
治
に
参
加
す
る
最
も
重
要
で
基
本
的
な
機
会
で
す
。
ご
家
族
、
ご
近
所
お
誘
い
合
わ

せ
て
投
票
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
投
票
日
当
日
都
合
の
悪
い
方
は
、
期
日
前
投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

地
）
の
市
町
村
で
の
投
票
に
な
り

ま
す
。
こ
の
場
合
「
引
き
続
き
県

内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明

書
」
等
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

最
寄
り
の
市
町
村
で
交
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

選
挙
の
お
知
ら
せ

　

選
挙
の
お
知
ら
せ
（
は
が
き
）

を
各
有
権
者
の
世
帯
主
あ
て
に
郵

送
し
ま
す
。
は
が
き
は
圧
着
式
で
、

中
を
開
け
る
と
1
枚
に
6
人
分
ま

で
の
入
場
券
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま

す
。
投
票
の
際
に
は
各
自
で
切
り

離
し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

入
場
券
を
持
参
し
な
く
て
も
、

選
挙
人
名
簿
に
登
録
が
あ
れ
ば
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
投
票

の
際
に
投
票
所
の
係
員
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

投
票
所
と
投
票
時
間

　

投
票
所
は
、
お
住
ま
い
の
住
所

ま
た
は
町
会
に
よ
り
指
定
さ
れ
ま

す
の
で
、
郵
送
さ
れ
る
「
選
挙
の

お
知
ら
せ
」
を
確
認
の
上
、
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

　

投
票
時
間
は
、
午
前
7
時
か
ら

午
後
8
時
ま
で
で
す
が
、
一
部
の

投
票
所
は
終
了
時
間
が
繰
り
上
げ

と
な
り
ま
す
。

　

前
回
と
場
所
が
変
更
と
な
る
投

票
所
は
、
表
①
の
と
お
り
で
す
。

●表①　場所が変更となる投票所

昨年度、松本美須々ヶ丘高等学校で行われた模擬選挙の様子

投票区 前回投票所 長野県知事選挙

13 松本深志高等
学校柔剣道場 松本深志高等学校講堂

21 松本市和田公
民館 松本市和田児童センター

23 松本短期大学
体育館

笹賀農村環境改善センタ
ー（笹賀公民館）

37 松本市寿台地
区福祉ひろば 松本市寿台体育館

38 松本市立本郷
小学校体育館

浅間温泉文化センター大
会議室

43 惣社公民館 惣社公民館分館

46 松本市鎌田児
童センター 鎌田地区公民館

47
ポリテクセン
ター松本大教
室

長野県松本技術専門校体
育館

67
特別養護老人
ホームうつく
しの里

ふれあい山辺館 2階（白
糸の湯 2階）
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【郵便等投票の制度】
　表③のような、重度の障害などある方が、自宅等にいなが
ら郵便等で投票できる制度です。郵便等投票をするためには
選挙管理委員会へ事前の申請が必要です。
　長野県知事選挙の投票用紙等の請求期限は8月 1日㈬必
着です。お早めに手続きをしていただくようお願いします。
  また、郵便等投票ができる方のうち、表④に該当する自ら
投票できない方は、あらかじめ選挙管理委員会に届け出た方
に、代理で投票に関する記載をしていただくことができます。
代理記載制度を利用するためには事前の申請が必要です。

【代理投票
　（代理記載投票）】
　体の不自由な方など
のための制度で投票所
係員が補助者となり、
あなたの意思を代筆し
ます。秘密は固く守ら
れます。

【点字投票】
　目の不自由な方のた
めにある制度で、投票
所で申し出ていただく
ことにより、点字投票
ができます。投票所の
係員にお申し出くださ
い。

●表②【期日前投票所】　

※松本市勤労者福祉センター……今回臨時で開設します。
※笹賀農村環境改善センター（笹賀公民館）……情報創造館期日前投票所は、今回の選
挙から、笹賀農村環境改善センターへ移転します。

期
日
前
投
票
の
ご
利
用
を

　

投
票
日
当
日
に
都
合
の
つ
か
な

い
方
は
、
期
日
前
投
票
の
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

利
用
す
る
場
合
は
、
投
票
所
に

備
え
て
あ
る
「
宣
誓
書
兼
請
求

書
」
の
記
入
が
必
要
で
す
。

　

期
日
前
投
票
の
場
所
や
期
間
な

ど
は
、
表
②
の
と
お
り
で
す
。

病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
で
の

不
在
者
投
票

　

不
在
者
投
票
が
で
き
る
施
設
と

し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
病
院
や
老

人
ホ
ー
ム
等
に
入
院
・
入
所
中
の

方
は
、
そ
の
施
設
内
で
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。
お
早
め
に
各
施

設
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

滞
在
地
で
の
不
在
者
投
票

　

出
張
や
旅
行
で
他
の
市
町
村
に

滞
在
し
て
い
る
場
合
は
、
滞
在
地

の
選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。

　

投
票
用
紙
等
を
松
本
市
選
挙
管

理
委
員
会
か
ら
取
り
寄
せ
、
そ
の

投
票
用
紙
を
滞
在
地
の
選
挙
管
理

委
員
会
へ
持
参
し
て
投
票
し
ま
す
。

事
前
に
手
続
き
が
で
き
ま
す
の
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

　

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
の
方
で
、

投
票
所
へ
行
く
こ
と
が
困
難
な
場

合
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
、
投
票
に
行
く
こ
と
が
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
サ
ー
ビ
ス
支
援
担

当
者
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●表③
障害等の区分 障害等の程度

身体障害者手
帳

両下肢、体幹、移
動機能 1級か 2級

心臓、腎臓、呼吸
器、膀胱、直腸、
小腸

1級か 3級

免疫、肝臓 1級～ 3級

戦傷病者手帳

両下肢、体幹 特別項症～
第 2項症

心臓、腎臓、呼吸
器、膀胱、直腸、
小腸、肝臓

特別項症～
第 3項症

介護保険の
被保険者証 要介護状態区分 要介護 5

●表④
障害等の区分 障害等の程度
身体障害者手帳 上肢または視覚 1級

戦傷病者手帳 上肢または視覚 特別項症～第 2項症

期間 投票所 時間

7 月20日㈮～ 8月 4日㈯
※16日間

松本市役所東庁舎 4階

午前 8時30分～
午後 8時

松本駅自由通路
長野県松本合同庁舎 1階
なんぷくプラザ 1階

7月27日㈮～ 7月29日㈰
※ 3日間 松本市勤労者福祉センター【臨時】※ 午前10時～午後 8時

8月 2日㈭～ 8月 4日㈯
※ 3日間

松本市役所四賀支所

午前 8時30分～
午後 7時

松本市役所梓川支所
松本市役所波田支所
情報創造館
⇒笹賀農村環境改善センター
　（笹賀公民館）※

松本市役所安曇支所 午前 8時30分～
午後 6時奈川文化センター夢の森
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国
民
健
康
保
険
税
と

　
　
　
　

   　

介
護
保
険
料
の
お
知
ら
せ

　

平
成
30
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
の
通
知
書
を
7
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。

　

ご
確
認
の
上
、
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

保
険
課
保
険
税
担
当
（
東
庁
舎
2
階　

☎
34‒

3
2
1
5 

39‒

2
5
2
3
）

介
護
保
険
制
度
全
般
は
高
齢
福
祉
課
（
本
庁
舎
北
別
棟　

☎
34‒
3
2
1
3 

34‒

3
0
1
6
）

国
民
健
康
保
険
税

　

加
入
世
帯
の
世
帯
主
の
方
へ
納

税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。
安
心

し
て
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
保
険
税
の
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。
必
ず
納
期
限
ま
で
に

納
付
し
ま
し
ょ
う
。（
左
ペ
ー
ジ

の
表
の
と
お
り
）

■　

コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
で
き
ま
す

　

市
指
定
金
融
機
関
の
ほ
か
、
24

時
間
納
付
が
で
き
る
全
国
の
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
も
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。
取

扱
店
等
の
詳
細
は
、

納
付
書
の
裏
面
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

安
定
し
た
医
療
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
い
つ
ま
で
も

②
国
民
健
康
保
険
加
入
者
全
員
が

65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
世
帯
で

あ
る
。

③
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
年
金

の
年
額
が
18
万
円
以
上
で
あ
る
。

④
介
護
保
険
料
が
年
金
天
引
き
さ

れ
て
い
る
。

⑤
国
民
健
康
保
険
税
と
介
護
保
険

料
の
合
計
額
が
、
特
別
徴
収
の

対
象
と
な
る
年
金
の
額
の
半
分

を
超
え
な
い
。

　

納
税
通
知
書
の
〔
特
別
徴
収

分
〕
の
記
載
内
容
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
特
別
徴
収
が
始
ま
る
と
翌

年
の
4
月
、
6
月
、
8
月
も
仮
徴

収
と
し
て
特
別
徴
収
を
継
続
し
ま

す
。
特
別
徴
収
が
不
都
合
な
場
合

は
、
申
し
出
に
よ
り
納
付
方
法
を

口
座
振
替
に
変
更
で
き
ま
す
の
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

今
年
度
の
制
度
改
正

■　

軽
減
措
置
の
拡
大

　

軽
減
対
象
と
な
る
世
帯
の
軽
減

判
定
所
得
の
算
定
で
、
被
保
険
者

の
数
に
乗
ず
べ
き
金
額
を
表
①
の

と
お
り
改
正
し
ま
し
た
。

① 

5
割
軽
減　

27
万
5
0
0
0
円

（
改
正
前
：
27
万
円
）

②
2
割
軽
減　

50
万
円

　
（
改
正
前
：
49
万
円
）

※
国
保
加
入
者
が
未
申
告
の
場
合

は
、
軽
減
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
保
険
課
へ

■　

課
税
限
度
額
引
き
上
げ

　

基
礎
課
税
限
度
額
58
万
円

　
（
改
正
前
：
54
万
円
）

■　

口
座
振
替
に
し
ま
し
ょ
う

　

口
座
振
替
な
ら
納
付
に
出
向
く

手
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ
も
な
く

安
心
で
す
。
原
則
、
申
し
込
み
月

の
翌
月
末
以
降
か
ら
口
座
振
替
が

開
始
さ
れ
ま
す
。
一
度
の
手
続
で

自
動
的
に
継
続
と
な
り
ま
す
の
で
、

安
心
で
便
利
な
口
座
振
替
を
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）

　

次
の
5
項
目
全
て
に
該
当
す
る

方
は
、
世
帯
主
の
年
金
か
ら
保
険

税
を
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天

引
き
）
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
。

課税限度額を改正しました

区分
課税限度額

現　行 改正後

医療保険分 54万円 58万円

後期高齢者支援金分 19万円 19万円（据置き）

介護保険分 16万円 16万円（据置き）

軽減
割合

軽減判定所得基準額

現　行 改正後

7割 33万円以下 33万円以下（据置き）

5割 33万円＋27万円×被保険者数 33万円＋27.5万円×被保険者数

2割 33万円＋49万円×被保険者数 33万円＋50万円×被保険者数

表①
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介
護
保
険
料　
　
　

納
入
通
知
書
を
発
送

　

平
成
29
年
分
所
得
に
よ
り
平
成

30
年
度
の
算
定
を
行
い
、
65
歳
以

上
の
方
（
第
1
号
被
保
険
者
）
に

納
入
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。

　

介
護
が
必

要
と
な
っ
た

と
き
、
安
心

し
て
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
る
よ

う
に
保
険
料
の
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

■　

保
険
料
額

　

仮
算
出
し
た
1
期
か
ら
3
期

（
年
金
天
引
き
の
場
合
は
4
月
、

6
月
、
8
月
の
年
金
支
給
時
）
ま

で
の
保
険
料
を
、
年
間
保
険
料
額

か
ら
差
し
引
き
、
残
り
の
額
を
7

月
以
降
の
各
納
期
（
年
金
天
引
き

の
場
合
は
10
月
、
12
月
、
2
月
の

年
金
支
給
時
）
で
納
付
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

■　

保
険
料
段
階

　

保
険
料
は
所
得
等
に
応
じ
て
11

段
階
に
分
か
れ
て
お
り
、
基
準
額

は
年
額
7
万
6
8
0
円
で
す
。
こ

の
金
額
は
、
本
年
度
か
ら
平
成
32

年
度
ま
で
の
3
年
間
は
同
額
で
す
。

■　

納
付
方
法

　

年
金
天
引
き
さ
れ
る
「
特
別
徴

収
」
と
、
納
付
書
や
口
座
振
替
で

納
付
す
る
「
普
通
徴
収
」
が
あ
り

ま
す
が
、
納
付
方
法
の
選
択
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

老
齢
（
退
職
）・
遺
族
・
障
害

年
金
が
年
額
18
万
円
以
上
の
方
は
、

条
件
が
整
う
と
自
動
的
に
「
特
別

徴
収
」
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は

納
入
通
知
書
に
同
封
さ
れ
る
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■　

普
通
徴
収

　

年
金
が
年
額
18
万
円
以
上
で
も

新
た
に
65
歳
に
な
ら
れ
た
方
や
、

特
別
徴
収
で
納
付
し
て
い
る
方
で

も
他
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
た

り
、
収
入
申
告
を
や
り
直
し
た
り

し
て
保
険
料
の
所
得
段
階
が
変
更

に
な
っ
た
方
な
ど
は
、
一
時
的
に

普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口
座

振
替
に
よ
る
納
付
）
と
な
り
ま
す
。

　

納
付
書
で
の
納
付
を
口
座
振
替

に
し
た
い
場
合
は
、
新
た
に
口
座

振
替
の
お
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

今
ま
で
国
民
健
康
保
険
税
を
口
座

振
替
で
納
め
て
い
た
だ
い
た
方
も
、

保
険
税
収
納
率
向
上
の

取
り
組
み　
　
　
　
　

　

市
で
は
、
税
負
担
の
公
平
性
の

確
保
を
図
る
た
め
、
滞
納
世
帯
へ

の
訪
問
徴
収
や
電
話
に
よ
る
催
告

等
を
行
い
、
税
収
の
確
保
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

特
別
な
事
情
も
な
く
滞
納
し
、

何
ら
連
絡
の
な
い
方
や
納
付
約
束

不
履
行
の
方
に
対
し
て
は
、
財
産

調
査
の
上
、
差
押
処
分
を
行
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

お
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　

他
市
区
町
村
か
ら
松
本
市
内
に

所
在
す
る
介
護
保
険
施
設
等
に
入

所
・
入
居
し
、
住
民
票
の
住
所
も

そ
の
施
設
に
移
し
た
方
は
、
特
例

と
し
て
前
に
い
た
市
区
町
村
の
介

護
保
険
を
お
使
い
い
た
だ
き
、
保

険
料
も
前
の
市
区
町
村
か
ら
課
さ

れ
ま
す
。こ
れ
を「
住
所
地
特
例
」

と
い
い
ま
す
。
該
当
施
設
に
入

所
・
入
居
さ
れ
た
方
は
、
前
の
市

区
町
村
へ
届
け
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

■　

他
市
区
町
村
か
ら
の

　
　

施
設
入
所

　

ご
不
明
な
方
は
、
入
所
・
入
居

前
の
市
区
町
村
ま
た
は
高
齢
福
祉

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

減
免
制
度

　

昨
年
の
所
得
（
収
入
）
が
一
定

額
以
下
の
世
帯
で
、
失
業
、
災
害

な
ど
に
よ
り
、
一
定
以
上
の
所
得

（
収
入
）
減
少
、
損
害
を
受
け
た

場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
国
民
健

康
保
険
税
の
所
得
割
額
と
介
護
保

険
料
の
一
定
割
合
が
減
免
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
お
問
い
合
わ

せ
は
事
前
に
保
険

課
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
納

期
限
7
日
前
ま
で

に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

平成30年度 
国民健康保険税・介護保険料納期限国民健康保険税・介護保険料納期限

国民健康保険税 介護保険料 納期限

― 第 1期（仮算定） 5月 1日㈫

― 第 2期（仮算定） 5月31日㈭

― 第 3期（仮算定） 7月 2日㈪

第 1期 第 4期 7月31日㈫

第 2期 第 5期 8月31日㈮

第 3期 第 6期 10月 1 日㈪

第 4期 第 7期 10月31日㈬

第 5期 第 8期 11月30日㈮

第 6期 第 9期 12月25日㈫

第 7期 第10期 1 月31日㈭

第 8期 第11期 2 月28日㈭

第 9期 第12期 4 月 1 日㈪

特別徴収（年金天引き）の場合は該当しません。
介護保険料の第 1～ 3期仮算定分は、 4月に通知済です。
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+=一人当たりの
年間保険料
（上限 62万円）

均等割額
被保険者全員が均等に負担

4万 907 円

所得割額
（29年中の総所得金額－ 33
万円）×所得割率 8.30％

被保険者の所得に応じた額

　

保
険
料
の
通
知
書
を
、
7
月
中
旬
に
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
と
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。

保険料の計算方法

※所得が少ない方や一定の条件に該当する方は、保険料の軽減が適用される場合があります。軽減の
内容につきましては、保険料の通知書に同封するリーフレットをご覧ください。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
お
知
ら
せ

●
問
い
合
わ
せ　

保
険
課
（
東
庁
舎
2
階　

☎
34‒

3
2
1
5 

39‒
2
5
2
3
）

75
歳
以
上
の
方
へ

　

保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
受
給

し
て
い
る
年
金
か
ら
保
険
料
が
天

引
き
と
な
る
「
特
別
徴
収
」
と
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
金
融

機
関
の
窓
口
で
の
納
付
や
、
口
座

振
替
に
よ
り
納
付
す
る
「
普
通
徴

収
」
が
あ
り
ま
す
。

　

納
付
の
方
法
は
そ
れ
ぞ
れ
の
方

で
異
な
り
ま
す
の
で
、
通
知
書
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
納
付
書
が
同

封
さ
れ
て
い
る
方
は
、
年
金
天
引

き
や
口
座
振
替
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
納
め
忘
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。納

付
方
法
の
変
更

　

保
険
料
は
原
則
と
し
て
特
別
徴

収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）
と
な

保
険
料
の
納
付
方
法

り
ま
す
が
、
申
請
に
よ
り
口
座
振

替
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
別
徴
収
を
ご
希
望
の
方
は
、
手

続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

変
更
を
希
望
す
る
場
合
は
、
保

険
課
・
支
所
・
出
張
所
へ
「
保
険

料
納
付
方
法
変
更
申
出
書
」
の
提

出
と
各
金
融
機
関
へ
「
口
座
振
替

依
頼
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

金
融
機
関
へ
提
出
の
際
は
、
保
険

料
の
通
知
書
、
口
座
振
替
す
る
通

帳
、
通
帳
の
届
出
印
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
率
に
係
る

　
　
　
　

変
更
点
に
つ
い
て

■　

賦
課
限
度
額
の
変
更

　

保
険
料
年
額
の
賦
課
限
度
額
が
、

57
万
円
か
ら
62
万
円
に
変
更
と
な

り
ま
し
た
。

■　

軽
減
判
定
所
得
基
準
の
変
更

　

保
険
料
均
等
割
額
に
お
け
る
2

割
軽
減
、
5
割
軽
減
の
判
定
所
得

基
準
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。（
国

民
健
康
保
険
税
と
同
様
。「
国
民

健
康
保
険
税
と
介
護
保
険
料
の
お

知
ら
せ
」
の
8
ペ
ー
ジ
表
①
の
と

お
り
）

■　

軽
減
特
例
の
見
直
し

　

平
成
20
年
度
の
制
度
施
行
以
来
、

新
た
な
保
険
料
負
担
に
対
す
る
激

変
緩
和
措
置
と
し
て
、
一
定
の
条

件
に
該
当
す
る
方
の
保
険
料
に
対

し
て
軽
減
特
例
措
置
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
が
、
制
度
の
持
続
性
を

高
め
、世
代
間
・
世
代
内
の
負
担
の

公
平
を
図
る
た
め
、平
成
30
年
度

の
軽
減
特
例
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

①
保
険
料
の
所
得
割
額
に
お
け
る

軽
減
が
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
平
成
29
年
度
は
、
被
保

険
者
の
前
年
の
総
所
得
金
額
か

ら
基
礎
控
除
（
33
万
円
）
を
引

い
た
額
が
58
万
円
以
下
の
方
に

つ
い
て
、
所
得
割
が
2
割
軽
減

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

②
制
度
加
入
直
前
に
被
用
者
保
険

（
市
町
村
国
保･

国
保
組
合
は

対
象
外
）
の
被
扶
養
者
で
あ
っ

た
被
保
険
者
の
均
等
割
額
の
軽

減
割
合
が
、
7
割
か
ら
5
割
に

変
更
に
な
り
ま
し
た
。
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新
し
い
保
険
証
を
7
月
下
旬
お
送
り
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
の
皆
さ
ん
へ

●
問
い
合
わ
せ　

保
険
課
（
東
庁
舎
2
階　

☎
34‒

3
2
1
6 

39‒
2
5
2
3
）

り
ま
す
。

　

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、

申
請
書
を
6
月
に
郵
送
し
ま
し
た
。

未
提
出
の
方
は
、
保
険
課
へ
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

①
被
保
険
者
複
数
世
帯
で
、
被
保　

険
者
の
収
入
合
計
額
が
5
2
0　

万
円
未
満

②
被
保
険
者
1
人
世
帯
で
、
そ
の

方
の
収
入
額
が
3
8
3
万
円
未

満
③
被
保
険
者
1
人
世
帯
で
、
そ
の

方
の
収
入
額
が
3
8
3
万
円
以

上
で
あ
る
が
、
同
一
世
帯
の
70

歳
〜
74
歳
の
方
の
収
入
を
含
め

た
収
入
合
計
額
が
5
2
0
万
円

未
満

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
を
お
持
ち
の
方

　

8
月
1
日
㈬
か
ら
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
も

新
し
く
な
り
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
が
黄
色
に
変
わ
り
ま
す
！

新
し
い
保
険
証
が
黄
色
に
変
わ
り
ま
す
！

　

保
険
証
の
色
が
橙

だ
い
だ
い色
か
ら
黄
色

に
変
わ
り
ま
す
。
現
在
の
橙
色
の

保
険
証
は
、
8
月
1
日
㈬
以
降
、

ご
自
分
で
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
割
合
は

　
　

3
割 

ま
た
は 
1
割

　

保
険
証
に
記
載
し
て
あ
る
自
己

負
担
割
合
は
、
30
年
度
の
市
民
税

課
税
標
準
額
（
平
成
29
年
中
の
所

得
に
基
づ
く
も
の
）
が
1
4
5
万

円
以
上
の
被
保
険
者
と
同
一
世
帯

の
被
保
険
者
は
3
割
負
担
で
す
。

　

そ
の
他
の
被
保
険
者
は
、
1
割

負
担
で
す
。

基
準
収
入
額

　
　

適
用
申
請
と
は

　

3
割
負
担
の
方
の
う
ち
、
次
の

①
〜
③
に
該
当
す
る
場
合
は
、
申

請
す
る
と
負
担
割
合
が
1
割
に
な

黄色 の封筒に入っています

　

お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
氏

名
な
ど
記
載
内
容
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

7
月
下
旬
に
、
長
野
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
の
黄
色
い
封

筒
で
郵
送
し
ま
す
。

みんなで防ごう「結核」
　結核は、日本で戦後しばらくまで大流行
し、死亡原因第 1位の病気でした。過去
の病気と思われがちですが、今も他の先進
国と比べて罹患率は高くなっています。
　新たな結核患者は80歳以上の高齢者に
多く、かつての流行期における感染が再燃
しています。今でも早期発見・適切な治療、
予防が大切です。
　市では、巡回検診車による肺がん・結核
検診胸部レントゲン撮影を実施しています
ので、ぜひお近くの会場で受診してくださ
い。詳しくは広報 5月号と一緒に配布さ
れた案内をご覧ください。

　

有
効
期
限
が
平
成
30
年
7
月
31

日
㈫
ま
で
の
認
定
証
を
お
持
ち
で
、

平
成
30
年
度
も
引
き
続
き
市
民
税

非
課
税
世
帯
と
な
る
方
に
は
、
7

月
下
旬
に
新
し
い
認
定
証
を
長
野

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の

黄
色
の
封
筒
で
郵
送
し
ま
す
。（
保

険
証
と
は
別
便
で
郵
送
し
ま
す
。）

　

古
い
認
定
証
は
、
8
月
1
日
㈬

以
降
、
ご
自
分
で
破
棄
し
て
く
だ

さ
い
。

保
険
課
で
の
受
領
を

　
　
　
　

希
望
す
る
方
へ

　

保
険
証
等
を
郵
送
で
は
な
く
来

庁
し
て
直
接
受
け
取
る
こ
と
を
希

望
す
る
方
は
、
本
人
確
認
の
上
お

渡
し
し
ま
す
の
で
、
7
月
6
日
㈮

ま
で
に
保
険
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

80歳以上の方に増
加中！

80歳以上の方に増
加中！

●問い合わせ　健康づくり課　（東庁舎 2　
階　☎34‒3217 39‒2523）

12345678
松本市丸の内３番７号

平成31年７月31日

松本　太郎 男
昭和４年８月20日
平成20年４月1日

平成20年４月１日
平成30年８月１日

1割

３９２０２０２３
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●問い合わせ　高齢福祉課（本庁舎北別棟　☎34‒3213 34‒3016）

　国の介護報酬改定に伴い、介護保険サービスを利用した時に支払う利用者負担額が変わりました。
　金額は事業所やサービス内容ごとに異なります。詳細は、利用している事業所にお問い合わせください。

　介護保険制度が改正され、8月から一定以上の所得がある方の介護保険サービス利用者負担割合が3割
に変わります。
　利用者負担割合が3割となる方は、65歳以上で、合計所得金額が220万円以上の方です。ただし、合計
所得金額が220万円以上であっても、同じ世帯の65歳以上の方の年金収入と、その他の合計所得金額の合
計が単身者で340万円、2人以上の世帯で463万円未満の場合は2割負担となります。

　1カ月に利用した介護サービスの自己負担が一定金額を超えた時には、申請により「高額介護（予防）
サービス費」として後から支給されます。（新たに対象となる方には通知します。既に支給を受けている
方は、申請の必要はありません。）

（
65
歳
以
上
）

第
1
号
被
保
険
者

所得要件 利用者負担割合

① 本人の合計所得金額が        
220万円以上

ア　下記イ・ウ以外の場合 3割

イ　 同一世帯の第 1号被保険者（本人含む）
の年金収入＋その他の合計所得金額が

単身は280万円以上
340万円未満 2割2人以上は346万円以上
463万円未満

ウ　下記オと同様の場合 1割

②本人の合計所得金額が
160万円以上220万円未満

エ　下記オ以外の場合 2割
オ　 同一世帯の第 1号被保険者（本人含む）
の年金収入＋その他の合計所得金額が

単身は280万円未満 1割2人以上は346万円未満
③本人の合計所得金額が160万円未満 1割

※第 2号被保険者（65歳未満）、市町村民税非課税者、生活保護受給者については、所得にかかわらず 1割負担です。

　現在要介護・要支援・事業対象の認定を受けている方には、7月末までに利用者負担割合（1割から3
割）が記載された負担割合証を発送します。届きましたら記載内容を確認し、お手元の介護保険被保険者
証と一緒に保管し、介護サービスを利用するときは2枚一緒にサービス事業者等へ提示してください。

　負担限度額認定証と社会福祉法人等の利用者負担軽減確認証の有効期限は、7月31日までです。
　現在、負担軽減を受けている方へ7月上旬までに更新の申請書を送付します。引き続き要件に該当し、
更新の必要がある方は、それぞれ必要書類に通帳等の写しを添えて申請してください。
【介護保険負担限度額認定制度】
　介護老人福祉施設（特養）、介護老人保健施設、介護療養型医療施設やショートステイを利用する方の
食費・部屋代について、本人および配偶者が非課税で、その他の要件も満たした場合は、所得に応じて費
用の一部の軽減を受けることができる制度
【社会福祉法人等の利用者負担軽減制度】
　デイサービスや訪問介護、訪問看護など介護サービスの利用者負担について、世帯全員が非課税でその
他の要件も満たした場合は、所得に応じて費用の一部の軽減を受けることができる制度
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●
問
い
合
わ
せ　

健
康
づ
く
り
課
（
東
庁
舎
2
階　

☎
34‒

3
2
1
7 

39‒
2
5
2
3
）

　

平
成
30
年
7
月
1
日
か
ら
高
齢
者
肺
炎
球
菌
定
期
予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
し
た
。
定
期
予

防
接
種
対
象
の
方
に
は
、
個
人
あ
て
に
通
知
を
発
送
し
ま
し
た
。
接
種
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
実
施
医
療
機
関
に
予
約
の
上
、
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

　

76
歳
以
上
で
、
定
期
接
種
対
象
年
齢
以
外
の
方
を
対
象
に
松
本
市
独
自
の
補
助
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。（
申
請
制
）

◆
接
種
期
間

　

平
成
30
年
7
月
1
日
㈰
〜
31
年

3
月
31
日
㈰
（
実
施
医
療
機
関
の

休
診
日
を
除
く
）

◆
接
種
回
数　

1
回

※
た
だ
し
、
自
費
で
の
接
種
も
含

め
、
今
ま
で
に
1
回
で
も
こ
の

予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
の
あ

る
方
は
対
象
外
で
す
。

◆
注
意
事
項

・
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
は
、

法
律
上
の
接
種
義
務
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
感
染
予
防
・
重
症
化

予
防
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
判
断

で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

・
今
ま
で
に
任
意
で
こ
の
予
防
接

種
を
受
け
た
際
の
自
己
負
担
分

を
、
市
が
返
還
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

高
齢
者
肺
炎
球
菌

　
　
　
　
　
　

 

予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
し
た

【
定
期
接
種
対
象
者
】

①
松
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
方

の
う
ち
、
表
Ａ
に
該
当
す
る
方

で
、
自
費
で
の
接
種
を
含
め
、

こ
の
予
防
接
種
を
今
ま
で
に
1

回
も
接
種
さ
れ
た
こ
と
の
な
い

方
②
平
成
30
年
7
月
1
日
以
降
の
接

種
日
に
、
60
歳
〜
64
歳
の
ハ
イ

リ
ス
ク
者

※
ハ
イ
リ
ス
ク
者
と
は
、
心
臓
・

腎
臓･

呼
吸
器
機
能
ま
た
は
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

障
害
を
有
す
る
方
（
身
体
障
害

者
手
帳
1
級
）
で
す
。

表Ａ

予防接種を
受けましょう

な
ぜ
肺
炎
予
防
が
大
切
な
の
？

　

肺
炎
は
日
本
人
の
死
因
第
3
位

で
、
肺
炎
で
亡
く
な
る
方
の
約
95

％
が
65
歳
以
上
の
方
で
す
。

　

年
齢
と
と
も
に
、
か
ら
だ
の
抵

抗
力
（
免
疫
力
）
は
低
下
し
て
い

ま
す
。
日
頃
、
元
気
で
健
康
的
な

毎
日
を
送
っ
て
い
る
方
で
も
、 

高

齢
に
な
る
と
体
調
の
変
化
な
ど
の

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で 

肺
炎
を
引
き
起
こ
し
や
す
く

な
り
、
急
激
に
症
状
が
進
む
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
と
は

　

日
常
で
か
か
る
肺
炎
の
病
原
菌

で
最
も
多
い
の
は
肺
炎
球
菌
で
す
。

　

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し

て
お
く
と
、
肺
炎
の
予
防
や
肺
炎

に
か
か
っ
て
も
軽
い
症
状
で
す
む

効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

30年度

年齢 定期接種対象生年月日
65歳 昭和28年 4 月 2 日生　～　昭和29年 4 月 1 日生
70歳 昭和23年 4 月 2 日生　～　昭和24年 4 月 1 日生
75歳 昭和18年 4 月 2 日生　～　昭和19年 4 月 1 日生
80歳 昭和13年 4 月 2 日生　～　昭和14年 4 月 1 日生
85歳 昭和 8年 4月 2日生　～　昭和 9年 4月 1日生
90歳 昭和 3年 4月 2日生　～　昭和 4年 4月 1日生
95歳 大正12年 4 月 2 日生　～　大正13年 4 月 1 日生
100歳 大正 7年 4月 2日生　～　大正 8年 4月 1日生

定期接種
（国で定めた予防接種）

任意接種補助
（松本市独自の補助）

対象者
※ 年度内に対象
年齢となる方

65歳・70歳・75歳・80歳・
85歳・90歳・95歳・100歳

76歳以上
（定期対象者は除く）

60～64歳ハイリスク者 66～74歳ハイリスク者

※ 自費での接種も含め、今までに 1回も高齢者肺炎球菌予
防接種を接種したことのない方が対象

通　知 個人通知あり
（サーモンピンク色の封筒）

個人通知なし
※ 希望者は事前に申請をお願
いします。申請書は、健康
づくり課、保健センター、
支所・出張所、市内医療機
関にあります。　

料　金 自己負担2,000円
（生活保護世帯は無料）

補助額3,000円
（医療機関の定める費用から、
市の補助額3,000円を引いた
金額が自己負担）

再発行
健康づくり課、保健センター、
支所・出張所の窓口（郵送で
の再発行はできません）

健康づくり課、保健センター
の窓口（郵送での再発行はで
きません）
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平
成
30
年
度
特
定
健
診
の
ご
案
内

●
問
い
合
わ
せ　

健
康
づ
く
り
課
保
健
予
防
担
当

　
　
　
　
　
　
（
東
庁
舎
2
階　

☎
34‒

3
2
1
7 

39‒

2
5
2
3
）

7
月
か
ら
松
本
市
国
民
健
康
保
険
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
が
始
ま
り
ま
す
。

ぜ
ひ
受
診
い
た
だ
き
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
早
期
発
見
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

　

内
臓
脂
肪
型
肥
満
に
、
高
血
圧
、

高
血
糖
、
脂
質
異
常
の
2
つ
以
上

が
加
わ
っ
た
状
態
を
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
言
い
ま
す
。

メ
タ
ボ
に
な
る
と
血
管
の
老
化
が

急
速
に
進
み
脳
卒
中
や
心
臓
病
な

ど
の
発
症
率
を
飛
躍
的
に
高
め
て

し
ま
い
ま
す
。

■　

特
定
健
診
と
は

　

心
筋
梗
塞
や
脳
血
管
疾
患
、
糖

尿
病
な
ど
、
生
活
習
慣
病
の
要
因

と
な
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
に
着
目
し
た
健
診
で
す
。

　

発
症
リ
ス
ク
が
高
い
対
象
者
を

早
期
に
発
見
し
、
生
活
習
慣
の
改

善
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
発
症

と
重
症
化
を
阻
止
す
る
こ
と
が
目

的
で
す
。

■　

対
象
者

【
国
保
特
定
健
診
】

　

松
本
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
方
で

① 

今
年
度
、30
歳・35
歳
に
な
る
方

② 

今
年
度
、
40
歳
以
上
75
歳
未
満

の
方

【
後
期
高
齢
者
健
診
】

　

松
本
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る

方
で
、
長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
を
お
持
ち
の
方

■　

検
査
内
容

　

問
診
、
診
察
、
身
体
測
定
、
血

圧
測
定
、
尿
検
査
、
血
液
検
査
、

心
電
図
な
ど

■　

受
診
当
日
の
持
ち
物

　

被
保
険
者
証
、
受
診
券
（
該
当

者
に
緑
色
の
封
筒
で
6
月
下
旬
に

送
付
済
み
）、
受
診
料

■申し込み方法・受診期間

■　

自
動
更
新
さ
れ
ま
す

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

証国
民
健
康
保
険
特
定
疾
病
療

養
受
療
証
（
有
効
期
限
が
記

載
し
て
あ
る
も
の
）

　

自
動
更
新
さ
れ
る
も
の
は
、
7

月
中
に
郵
送
し
ま
す
。

■　

更
新
手
続
き
が
必
要
で
す

国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用

認
定
証

▼
更
新
手
続
き
で
必
要
な
も
の

　

保
険
証
、
運
転
免
許
証
（
ま
た

は
通
帳
・
診
察
券
等
2
種
類
以

上
）、
印
鑑
、
個
人
番
号
が
分
か

る
も
の
（
通
知
カ
ー
ド
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
）

▼
手
続
き

　

7
月
10
日
㈫
以
降
に
保
険
課
ま

た
は
支
所
・
出
張
所
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　

別
世
帯
の
方
が
申
請
す
る
場
合

は
、
持
ち
物
に
あ
わ
せ
て
委
任
状

が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

保
険
課
（
東
庁
舎
2
階　

☎
34

‒

3
2
0
3 

39‒

2
5
2
3
）

■　

受
診
料

　

国
保
特
定
健
診　

1
0
0
0
円

　

後
期
高
齢
者
健
診　

無
料

■　

受
診
方
法

【
国
保
特
定
健
診
】

　

個
別
健
診
ま
た
は
集
団
健
診

【
後
期
高
齢
者
健
診
】

　

個
別
健
診
の
み　

※
個
別
健
診
は
1
2
7
の
指
定
医

療
機
関
か
ら
選
ん
で
受
診

※
集
団
健
診
は
医
師
会
医
療
セ
ン

タ
ー
（
本
館
・
南
分
室
）、
ま

た
は
支
所
・
出
張
所
、
保
健
セ

ン
タ
ー
の
中
か
ら
選
ん
で
受
診

■　

注
意
事
項

・
受
診
券
を
紛
失
し
た
場
合
、
再

発
行
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

・
年
度
途
中
で
加
入
さ
れ
た
方
に

は
受
診
券
を
送
付
し
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
松
本
市
人
間
ド
ッ
ク
助
成
事
業

を
利
用
し
て
人
間
ド
ッ
ク
を
受

診
し
た
場
合
、
特
定
健
診
・
後

期
高
齢
者
健
診
は
受
診
で
き
ま

せ
ん
。

・
松
本
市
国
民
健
康
保
険
ま
た
は

後
期
高
齢
者
医
療
以
外
の
協
会

け
ん
ぽ
や
健
康
保
険
組
合
、
共

済
組
合
等
に
加
入
し
て
い
る
方

は
、
受
診
で
き
ま
せ
ん
。
ご
加

入
の
医
療
保
険
者
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

内容 場所 予約 期間

個別健診 指定医療機関 各医療機関へ電話 平成30年 7 月 2 日～
9月29日

集団健診

医師会医療セ
ンター

医師会医療センターへ
電話

平成30年 7 月 2 日～
平成31年 2 月28日

支所・出張所、
保健センター

送付済みのハガキで申
し込むか健康づくり課
へ電話

平成30年 9 月 4 日～
12月18日

国
民
健
康
保
険
の
各
証
は

7
月
末
で
更
新
に
な
り
ま
す
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　長野県後期高齢者医療連合では、高齢者の方の健康づくりの一環として歯科健診を行います。
　高齢者になると、むせこんだり、のどにつかえたりすることが多くなり、これが原因で誤嚥性
（ごえんせい）肺炎を起こすことがあります。口の健康は笑顔への第一歩です。固いものが食べ
にくい、入れ歯が合わない、特に自覚症状はないが、口の状態を確認したい方など、費用は無料
ですので、ぜひこの機会に受診しましょう。
※誤嚥性肺炎：口から食道へ入るべきものが唾液や胃液とともに肺に流れ込んで生じる肺炎
●対象者　昭和17年4月1日～昭和18年3月31日生まれの被保険者
　　　　　（平成29年度に75歳になった方）
●案内通知　 6月下旬に対象者の方に案内通知兼受診券を送付しました。 
●実施期間　 7月 2日㈪～12月29日㈯
●健診料金　無料
●対象医療機関　県歯科医師会所属の歯科医院
●予約方法　対象医療機関へ直接予約をお願いします。
●受診当日の持ち物　被保険者証、案内通知兼受診券
●問い合わせ　
　長野県後期高齢者医療広域連合　業務課　給付係　（☎026‒229‒5320）

後期高齢者の方は歯科健診を受けましょう

　国民健康保険および後期高齢者医療制度に加入されている70歳以上の方は、ひと月あたりの
医療費の上限額が8月診療分から変更になります。

70歳以上の方は高額医療費の上限額が変更になります70歳以上の方は高額医療費の上限額が変更になります

※1  　多数回該当とは、過去12カ月以内に外来+入院の限度額を超えた支給が4回以上あった場合、
4回目以降はそれぞれの金額までのご負担となります

※2　 年間上限額は8月から翌年7月までの累計額に対して適用されます。 
平成30年 4月から入院時食事代が非課税世帯の方を除き、1食460円になりました。

●問い合わせ　保険課（東庁舎2階　☎34‒3203 39‒2523）

現行（30年 7 月31日まで） 変更後（30年 8 月 1 日から）
適用区分 自己負担限度額（月額）（ 7月まで） 自己負担限度額（外来+入院）（月額）（ 8月から）

現役並
所得者

課税所得
690万円以上

外来＋入院（世帯単位）
8万100円＋（総医療費－26万7,000円）
× 1％
【多数回該当： 4 万4,400円※ 1】
外来のみ　 5万7,600円

25万2,600円＋（総医療費－84万2,000円）× 1％
【多数回該当：14万100円※ 1】

課税所得
380万円以上
690万円未満

16万7,400円＋（総医療費－55万8,000円）× 1％
【多数回該当： 9 万3,000円※ 1】

課税所得
145万円以上
380万円未満

8万100円＋（総医療費－26万7,000円）× 1％
【多数回該当： 4万4,400円※ 1】

一般
外来＋入院（世帯単位）　 5万7,600円【多数回該当： 4 万4,400円※ 1】

外来のみ 1万4,000円
（年間上限14万4,000円※ 2）

外来のみ 1万8,000円
（年間上限14万4,000円※ 2）　　

市民税非
課税世帯

低所得Ⅱ
外来＋入院（世帯単位）2万4,600円

外来のみ（個人単位）8,000円

低所得Ⅰ
外来＋入院（世帯単位）1万5,000円

外来のみ（個人単位）8,000円
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